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イネ科基幹牧草の草種・ 品種間の早晩性を利用した収穫適期幅の拡大
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1 は じ め に

近年にみる多頭化傾向等の畜産経営の大規模化に

おいて、労働荷重の増大によって飼料生産に余力の

ない経営体も多く、収穫の遅れによる牧草の品質低

下を招いている。また、イネ科牧草の 1番草収穫に

あっては、収穫適期とされる出穂始期から出穂期
1)

が梅雨時に重なり、収穫が降雨に晒される危険が大

きく、その調製作業を一層難しくしている。

そこで、牧草収穫期の分散及び調製時の降雨の危

険性を回避するために、早晩性の異なるイネ科草種

・品種を導入して収穫適期幅の期間の拡大及びそれ

ぞれの基幹となる牧草に混播できるマメ科の草種・

品種の組み合わせについて検討を行つた。

2試 験 方 法
(1)試験年次 1997～ 2001年
(2)試験場所
1)中標高地 岩手県農業研究センター畜産研
究所 飼料生産研究室圃場 (滝沢村)
2)高標高地 岩手県農業研究センター畜産研
究所 外山畜産研究室圃場 (玉山村 )

(3)供用品種
1)単播区

草種・ 品
中標高 高標高

(4)刈取時期
1)1番 草 各基幹草種の出穂期
2)再生草 採草利用は草丈 70～ 80cm、

兼用禾1用 は草丈 30～ 40cmの 時期

3 試験結果及び考察

(1)収穫適期幅の拡大

刈取時期を出穂始期から出穂期とした場合、中標

高地では最も出穂の早いアキミドリⅡから最も遅い

ホクシュウまで 38日 間の幅が得られた。

高標高地でも同様にキタミドリからホクシュウま

でに29日 間の幅を得られた (表 1)。

これら標高差を利用することにより最大で 48日 間

の適収穫期間が得られた。

(2)収  量
乾物収量においては各草種,品種間に大きな差は認

められないが、中標高地において TYの 晩生品種の

収量が低かった (表 2)。 これは TYが高温、乾燥条
件に比較的弱いことと、出穂までに長い生育期間を

要する晩生品種で 1番草の倒伏が生じ、個体数が減

じたことによると考えられる (表 3)。

(3)混播組み合わせ

中標高地 採草利用ではオーチャドグラスのアキミ

ドリⅡ、 トヨミドリともシロクローバのカリフォル
ニアラジノとの組み合わせにおいて適正なマメ科率

を維持した。また、チモシーでは品種を問わずシロ

クローバのノースホワイトとの組み合わせが良好で、

カリフォルニアラジノ、およびアカクローバではチ

モシーが被圧される傾向が見られた。兼用利用では

利用初年度にシロクローバのフィアが良好であつた

が、 2年度以降はノースホワイ トでも良好なマメ科

率を維持した (図 1, 2)。

高標高地の採草利用では、 トヨミドリとカリフォ
ルニアラジノとの組み合わせ、チモシーでは品種を

問わずにアカクローバとの組み合わせにおいて良好

なマメ科率を維持したが、兼用利用ではいずれの草

種、品種においても一定のマメ科率を維持すること

が困難であつた (図 3, 4)。

4 ま と め
本県イネ科基幹草種である oG及 び TYの 、それ
ぞれ早晩性の異なる品種を導入することにより、 1

番草の収穫適期幅の拡大が可能である。

近年、公共牧場等を中核とした粗飼料生産供給体
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2)混 播区
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制の組織的な取 り組みがなされつつあり
2)、 これら

組織が大規模かつ複数の草地を利用する場合、この

ような技術を導入することによって収穫作業の合理

化が期待できる。
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表3倒伏発生状況
品 種 倒伏程度
キタミドリ 10
トヨミドリ 10
クンプウ  30
ノサップ  43
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図1 各イネ科草種・品種刈取毎のマメ科率推移
(中標高地・採草利用)

図3各イネ科草種 品種刈取毎のマメ科率の推移
(高標高地・採草利用)

図2 各イネ科草種・品種刈取毎のマメ科率推移
(中標高地・兼用利用)

図4 各イネ科草種・品種刈取毎のマメ科率推移
(高標高地・兼用利用)
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